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つわの

９月 25 日～ 10 月 30 日の期間でスポーツ少年団大会が町
内の各会場で行なわれました。ミニバスケットボール・野球・
柔道・剣道の 4 種目が盛大に行われ、広島県や山口県から
選手が集まり、津和野町の子どもたちもたくさんの人達と
交流ができてハツラツと元気な姿を見せてくれました。 



2011 AMPELMANN Oktett Berlin in TSUWANO
アンペルマン オクテット ベルリン イン 津和野

参道もライトアップされ、いつ
もとは違った魅力をみせていた。

（左）

会場は、本堂を広く活用し、出
演者との距離も近く、出演者の
迫力ある演奏を間近でみること
ができた。（下）

森鷗外生誕 150 周年記念事業町の人たちは、とても温かく親切で
素晴らしい街だと感じた

ミシャ・マイヤー

鷗
外
が
つ
む
ぐ
絆

11
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
後
田

に
あ
る
お
寺
・
覚
皇
山 

永
明
寺
（
か
く

お
う
ざ
ん 

よ
う
め
い
じ
）
で
森
鷗
外
生

誕
１
５
０
周
年
記
念
事
業
「
２
０
１
１ 

ア
ン
ペ
ル
マ
ン 

オ
ク
テ
ッ
ト 

ベ
ル
リ
ン 

イ
ン 

津
和
野
」
が
行
な
わ
れ
、
ベ
ル
リ

ン
を
拠
点
に
国
際
的
な
活
動
を
し
て
い

る
「
ベ
ル
リ
ン 

ド
イ
ツ
交
響
楽
団
」
の

メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
。

永
明
寺
は
代
々
津
和
野
藩
主
の
菩

提
寺
と
し
て
栄
え
、
そ
の
重
厚
な
歴
史

背
景
と
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
寺

を
彩
る
見
事
な
紅
葉
や
、「
余
ハ
石
見

人
森
林
太
郎
ト
シ
テ
死
セ
ン
ト
欲
ス
」

と
遺
言
を
残
し
た
町
出
身
の
偉
人
・
森

鷗
外
の
墓
所
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
の
姿

も
多
い
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
迎
え

永
明
寺
は
紅
く
色
づ
き
な
が
ら
も
い
つ

も
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
を
放
っ
て
い
た
。

鷗
外
が
青
年
時
代
に
医
学
の
習
得

の
た
め
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
と
い
う
話

は
有
名
で
、
現
在
ド
イ
ツ
に
あ
る
フ
ン

ボ
ル
ト
大
学
の
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て

森
鷗
外
記
念
館
が
あ
り
、
主
に
ド
イ
ツ

留
学
時
代
の
調
度
品
等
が
再
現
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
鷗
外
が
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
縁

ライトアップされた永明寺

で
津
和
野
町
と
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
ミ
ッ

テ
区
は
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
て
い

る
。
当
時
、
そ
の
締
結
に
際
し
、
町
と

ミ
ッ
テ
区
と
の
間
に
立
ち
、
多
大
な
貢

献
を
し
て
く
れ
た
フ
ー
ア
マ
ン
・
ノ
ブ

コ
さ
ん
と
い
う
方
が
い
る
が
、
実
は
今

回
の
出
演
者
の
一
人
で
も
あ
る
高
橋
徹

氏
は
こ
の
ノ
ブ
コ
さ
ん
の
息
子
で
も
あ

る
。鷗

外
が
つ
む
い
だ
津
和
野
と
ド
イ
ツ

の
絆
が
、
長
い
年
月
を
経
て
、
親
か
ら

子
へ
受
け
継
が
れ
、
今
回
の
１
５
０
周

年
記
念
事
業
と
出
会
う
こ
と
に
よ
り
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
流
の
出
演
者
た
ち

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
最
大
８
人
編

成
（
オ
ク
テ
ッ
ト
）
と
さ
れ
、
出
演
者

は
い
ず
れ
も
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

著
名
な
音
楽
家
。
10
月
下
旬
に
佐
渡

裕
指
揮
に
よ
る
日
本
ツ
ア
ー
を
行
な
っ

た
後
に
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し

て
く
れ
た
。

音
楽
家
と
い
う
と
な
ぜ
か
”
気
難

し
い
人
“
と
い
う
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
お
り
、
初
め
て
言
葉
を
交
わ
し

た
時
は
、
す
ご
く
緊
張
し
た
。（
も
ち

ろ
ん
ド
イ
ツ
語
で
会
話
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
の
で
、
日
本
語
を
通
訳
し
て
も

ら
い
な
が
ら
で
の
会
話
で
あ
る
が
）
し

か
し
、
話
を
す
る
と
皆
す
ご
く
話
が
し

や
す
い
雰
囲
気
で
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

次
第
に
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
な
っ

て
い
っ
た
。

出
演
者
の
一
人
で
チ
ェ
ロ
を
演
奏
す

る
ミ
シ
ャ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
「（
現
地
に
つ

い
て
）
少
し
街
を
散
歩
し
ま
し
た
。
皆
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皆さんが楽しめるなら、
また、津和野で演奏したい。
高橋 徹

さ
ん
と
て
も
親
切
で
温
か
さ
が
感
じ
ら

れ
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
街
だ
と
感
じ

ま
し
た
。」
と
津
和
野
の
感
想
を
話
し

て
い
た
。

終
始
、和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
が
、

流
石
に
一
流
の
音
楽
家
た
ち
で
あ
る
。

ひ
と
た
び
舞
台
に
あ
が
り
楽
器
を
手
に

取
る
と
そ
の
表
情
は
一
変
し
た
。

舞
台
に
あ
が
り
、
楽
器
の
音
を
確
か

め
る
。
”
音
“
そ
の
も
の
を
楽
し
む
の

も
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
醍
醐
味
の
一つ
で
も
あ

る
た
め
、
自
ら
が
奏
で
る
楽
器
の
音
に

は
非
常
に
真
剣
に
、
か
つ
厳
し
く
向
き

合
う
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
楽
器
を

引
い
て
は
音
の
調
整
を
し
て
い
た
。

「
楽
器
の
音
色
は
そ
の
日
の
気
温
や

湿
度
に
よ
っ
て
微
妙
に
そ
の
姿
を
変
え

る
た
め
、
そ
の
演
奏
の
日
の
状
況
に
あ

わ
せ
た
調
整
が
必
要
に
な
る
。
特
に
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
永
明
寺
と
い
う
通

常
の
音
楽
ホ
ー
ル
と
は
舞
台
の
状
況
が

大
き
く
違
う
た
め
、
楽
器
の
調
整
を
含

め
た
リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
い
つ
も
以
上
に

多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
る
。
こ
れ
も

津
和
野
の
方
に
最
高
の
状
態
で
音
楽
を

聴
い
て
も
ら
い
た
い
か
ら
ね
。」
と
出
演

者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

迫
力
の
舞
台

２
日
間
に
わ
た
っ
て
合
計
３
回
と
な

っ
た
公
演
は
、
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
11
月
の
気
温
に
し
て
は
温
か
い
中

で
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
会

場
に
は
暖
房
が
設
置
さ
れ
、
来
場
者
は

各
々
防
寒
対
策
を
し
て
い
た
。

冷
た
く
澄
ん
だ
空
間
で
は
楽
器
の
音

も
良
く
広
が
り
、
曲
の
演
奏
が
終
了
す

る
ご
と
に
大
き
な
拍
手
が
出
演
者
達
に

お
く
ら
れ
て
い
た
。

来
場
者
に
感
想
を
聞
く
と
「（
自
分

の
座
っ
て
い
た
）
席
と
出
演
者
と
の
距

離
が
近
く
、
優
雅
だ
け
ど
迫
力
の
あ
る

演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
あ
ま
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
は
詳
し
く
な
い
け

れ
ど
、
そ
ん
な
自
分
で
も
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
。
永
明
寺
に
鷗
外
の
お
墓
が

あ
る
こ
と
も
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
初

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
と
て
も

有
意
義
だ
っ
た
。」
と
話
し
て
い
た
。

鷗
外
が
つ
む
い
だ
津
和
野
と
ベ
ル
リ

ン
の
国
を
超
え
る
絆
と
鷗
外
自
身
の
偉

大
な
功
績
、
そ
れ
を
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
で
津
和
野
の
持
つ
魅
力
を
よ

り
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

来
年
で
生
誕
１
５
０
周
年
を
迎
え
る

森
鷗
外
、
自
身
が
眠
る
墓
所
か
ら
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
を
静
か
に
喜
ん

で
い
た
と
信
じ
た
い
。

①入り口の山門が額縁の役割をして、紅葉の景色が楽しめる、例年より
少し色づきは少なめであったが、照明があたり幻想的な風景であった。
②③ライトアップされ、いつもとは違った姿を見せる永明寺。普段ここ
を良く訪れる人ほど、驚きが大きかった様子。灯りがついているのが、
遠くからでも良く分かるため、夜間は特に目立っていた。
④中庭にも照明が施され、木 の々間から漏れる光を見ながら、流れる
水の音も楽しむことができた。気がつけば時間が経過することを忘れさ
せるくらいゆったりとした空間となっていた。

① ②

③

④
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高橋 徹とミシャ・マイヤーによるコントラバスとチェロの 2 重奏



平成 23 年度　津和野町表彰式

松村　陽一さん（故人） 帯名　操子さん（町田）

三浦　巖さん（畳）

水津　正冶さん（曽庭）

児玉 繁利さん（岩瀬戸）

11 月３日、日原山村開発センターで「平成 23 年度 津和野町表彰式」が開催されました。
今年度、受賞された方は、様々な分野で各地域の発展に大きく貢献された方々です。

式典では、下森町長から受賞者の皆さん賞状と記念品がおくられました。

多年にわたり、行政相談委員
として、町民の行政に対する
相談・苦情の解決に尽力され
ました。

岩瀬戸自治会設立に尽力さ
れ、初代自治会長に就任後、
多年にわたり自治会長として
地区の発展に寄与され、また
里親として子どもの養育に尽
力されました。

多年にわたり、消防団及び農
業委員会委員として地域住民
と行政との円滑な運営に貢献
され、また老人会会長として
地域の宥和と発展に尽力され
ました。

町内の各小・中学校の授業で、
地域講師として琴の演奏を通
じ子どもたちの情操を育むこ
とに尽力されました。

つわぶき少年野球大会第１回
大会から第 15 回大会の間、
ボール、得点表等の寄付を
続けられ、津和野町スポーツ
振興に尽力されました。
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日時　平成24年1月14日(土)　13:00～16:30(開場12:30)　入場無料

場所　日原山村開発センター　大集会所(津和野町日原22－1)　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時等

　第１回津和野町まちづくりシンポジウム
　～地域課題の解決について考えてみませんか～　

プログラム

開会のあいさつ

●主催者あいさつ　津和野町長　下森　博之

●テーマ　「住民と行政の協働ってなぁに？」

●講師　明治大学政治経済学部教授　牛山　久仁彦

13:00～13：10

基調講演13:10～14：１0

住民と行政の協働指針実施計画報告14:１0～14：30

●報告者　津和野町まちづくり政策課　

14:30～14：45　休憩

【お問い合わせ】　津和野町まちづくり政策課
　(tel 0856-74-0096　 fax 0856-74-0002)

主　催：津和野町　

後　援：島根県

14:45～16：25

16:25～16：30

パネルディスカッション

閉会

●テーマ　「地域課題を解決するにあたって」　

●コーディネーター　明治大学政治経済学部教授　牛山　久仁彦　

●パネリスト

　　旭町上自治会長　洗川　光廣

　　笹山自治会長　藤井　昌幸

　　益田市種地区振興センター長　渡邉　修

　　浜田市長沢２町内自主防災会総務班長　天野　孝

　　西部県民センター地域振興グループ課長　畑山　経弘

　　津和野町長　下森　博之

事例報告１

益田市種地区の取り組み

人口324人　118世帯

11集落　４自治会

高齢化率39．5％

「益田市種地区振興セン
ター」と「種のあすをゆめみ
る会」が中心となり集落再
編、定住対策、地域活動の
推進、遊休農地の解消を課
題に活動をしています。

事例報告２

長沢２町内自主防災会の

取り組み

発足　平成21年4月25日

自分たちで家族やまちを
守るため、自主防災組織
を結成し、いざというとき
に防災活動ができるよう
に話し合いや活動をして
います。

手話通訳あり
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【総務財政課】 【税務住民課】 【教育委員会】
1 幼年・少年消防クラブ事業 1 人権啓発広報事業 1 近県学校音楽大会事業
2 国民保護事業 2 人権擁護委員活動事業 2 ALT に関する事業
3 情報公開に関する事業 3 住宅貸付資金等貸付事業 3 ジュニアリーダー養成研修事業
4 財政状況公表事業 4 消費者問題研究会補助金 4 生涯学習推進事業
5 交通安全母の会補助金 5 津和野町人権同和対策推進協議会補助金 5 津和野町文化協会支援事業

【まちづくり政策課】 【福祉事務所】 6 「学びの協働」推進事業

1 町民意識調査事業 1 医療タクシー補助事業 7 津和野中央公民館施設の管理運営事業
2 協働のまちづくりシンポジウム事業 2 ケア会議事業 8 日原中央公民館施設の管理運営事業
3 男女共同参画セミナー事業 3 福祉センターの指定管理事業 9 日原図書館管理運営事業

4 職員研修派遣事業 4 保健福祉センターの指定管理事業 10 津和野図書館管理運営事業
5 第２次行財政改革大綱・実施計画策定事業 5 ディサービスセンターの指定管理事業 11 名賀地域センターに関する事業
6 合宿及び研修等受け入れ促進事業補助金 6 障害者手帳の発行事業 12 つわの SL 健康マラソン大会実施事業

【地域振興課】 7 補そう具の給付事業 13 津和野町激励金事業

1 エネルギー対策補助事業 8 日常生活用具の給付事業 14 津和野町スポーツ少年団事務局事業
2 枕瀬山キャンプ場管理運営事業 9 チャイルドシートの貸付事業 15 津和野城跡保存管理計画策定に関する事業
3 無料職業紹介事業 10 通院定期バス利用補助金 16 民族芸能団体育成・支援事業
4 定住奨励金交付事業 11 温泉利用補助金 17 桑原史成写真美術館事業
5 空家バンク事業 12 民生委員活動費補助金 18 津和野町郷土館事業
6 住宅用エコ給湯機器導入補助金 13 津和野町身体障害者福祉協会補助金 19 津和野町民俗資料館事業
7 若者定住促進対策奨励金 20 日原歴史民俗資料館事業

【営業課】 21 鳥取市鹿野町との交流に関する事業

1 観光ボランティアガイド支援事業 5 歳入強化事業 22 中学校県郡体選手派遣費補助金
2 津和野再生交流事業 6 環境保全促進助成事業補助金 23 津和野高校中高一貫教育教育推進交付金

3 広報取材事業 7 津和野町物産品販売拡大事業補助金 24 津和野高校通学費等補助金
4 事業概要書作成事業 8 国際交流にかかる観光事業補助金 25 児童通学バス定期券補助金

【環境生活課】 26 生徒通学バス定期券補助金

1 下水道施設整備事業 4 簡易水道整備事業 27 連合自治会助成金
2 合併処理浄化槽施設設置整備事業 5 合併処理浄化槽設置補助金 28 文化事業補助金
3 指定ごみ袋管理事業 6 ごみステーション設置補助金 29 ふるさと教育推進事業交付金

30 伝統文化団体補助金
31 町体育協会補助金

【福祉事務所】 【健康保険課】 【農林課】
1 医療タクシー補助事業 1 インフルエンザ予防事業 1 チップ材搬出助成事業
2 ケア会議事業 2 健康まつり事業 2 大蔭地区森林整備事業
3 福祉センターの指定管理事業 3 紅くじゃくの会事業 3 農業担い手育成総合支援協議会事業
4 保健福祉センターの指定管理事業 4 健康教室事業 4 農林水産振興がんばる地域応援総合事業
5 ディサービスセンターの指定管理事業 5 骨粗しょう症検診事業 5 地域ブランド（里芋）創出事業
6 障害者手帳の発行事業 6 肝炎ウイルス検診事業 6 生産調整事業
7 補そう具の給付事業 7 フッ素洗口事業 7 農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援）事業
8 日常生活用具の給付事業 8 フッ素塗布事業 8 農地・水保全管理支払交付金（向上活動支援）事業
9 チャイルドシートの貸付事業 9 食生活改善推進協議会事業 9 中山間地域等直接支払交付金事業
10 通院定期バス利用補助金 10 医学生奨学金貸与事業 10 農地流動化事業
11 温泉利用補助金 11 看護学生修学資金貸与事業 11 有害鳥獣駆除等事業（捕獲班員）
12 民生委員活動費補助金 12 島根大学医学部地域枠推薦事業 12 農業農村整備事業
13 津和野町身体障害者福祉協会補助金 13 認知症家族のつどい事業 13 しまねの元気な郷づくり事業

【建設課】 14 男性介護者の会事業 14 しまね暮らし体験事業

1 公園維持管理事業 15 認知症サポーター養成事業 15 食と農のまちづくり推進計画策定事業
2 町道除雪事業 16 総合相談支援事業 16 米消費拡大対策モデル事業
3 町道笹ヶ谷線道路改良事業 17 高齢者虐待対応相談事業 17 町行分収造林事業
4 町道木毛線道路改良事業 18 高齢者虐待対応マニュアル事業 18 町行分収造林等の造林資金借入れ事業
5 町道高嶺線道路改良事業 19 成年後見制度利用支援事業 19 林業公社分収造林事業
6 林道整備負担金事業（耕田内美線） 20 精神保健福祉手帳発行事業 20 市町村森林情報緊急整備事業
7 公営住宅維持管理事業 21 ポリオ予防接種事業 21 町農業青年クラブ育成補助金
8 地籍調査一筆地調査事業 22 BCG 予防接種事業 22 米消費拡大対策事業補助金
9 地籍調査測量事業 23 母子手帳交付事業 23 人工授精事業費補助金
10 地籍調査閲覧事業 24 かんがるー教室事業 24 利用間伐推進費助成金
11 地籍調査基礎調査事業 25 育児相談事業 25 猟友会補助金
12 若者定住住宅家賃助成金 26 乳児家庭全戸訪問事業 26 津和野町鳥獣被害対策協議会補助金
13 ＨＯＰＥ研究会活動費補助金 27 発達クリニック事業 27 チップ材搬出助成事業補助金

28 健康で生きがいのあるまちづくり
会議助成金

平成23年度行政評価対象事業一覧表

平成 23 年度の評価対象事業数

この制度は、事業の目的や進捗状況及び成果を明らかにし、達成度
や費用対効果を客観的に把握することにより、事業の内容や予算配分妥
当性の判断及び事務事業の改善、職員の意識改革などに活用されます。

まちづくり政策課情報コーナー

このコーナーの内
容を充実させるた
め、皆さんからの
意見や感想などを
お待ちしています。
まちづくり政策課
℡ 74-0096）

お知らせ

評価対象事業評価方法
第 1 次津和野町総合振興計画に位置付けている全

ての事務事業及び町内の団体等に支出している負担
金補助金が評価対象となります。

平成 23 年度は評価対象事業の 4 分の 1、平成 24
年度は 4 分の 2、平成 25 年度は 4 分の 3 を目標とし
て段階的に評価を実施し、平成 26 年度からは評価対
象事業全ての評価を実施します。

所管する課・係において、担当
者・担当課長が津和野町事務事
業評価シート及び津和野町補助
金調書の作成を行います。

平成２３年度のシート等の完成
及び結果の公表については、平成
２４年度中に行います。

組織名 評価対象
事務事業数

平成 23 年度
評価数

評価対象負担
金補助金数

平成 23 年度
評価数

総務財政課 14 4 4 1
まちづくり政策課 19 5 1 1
地域振興課 22 5 8 2
営業課 17 5 3 3
税務住民課 8 3 2 2
福祉事務所 36 9 15 4
健康保険課 92 27 4 1
環境生活課 15 4 7 2
農林課 81 20 28 7
商工観光課 49 12 18 4

建設課 44 11 2 2

教育委員会 79 21 40 10

合計 476 126 132 39
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津和野町人事行政の運営等の状況について

１．職員の任免及び職員数に関する状況
(１) 職員数

区分
職員数

（H22.4.1 現在）

H22.4.2 ～ H23.4.1 職員数

（H23.4.1 現在）採用者数 退職者数
行政職 130 6 6 130
現業職 8 0 0 8
合計 138 6 6 138

２．職員の給与の状況
　町職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には基本給としての給料
と扶養、住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（平成 22 年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率

Ｂ／Ａ
人件費率

（平成 21 年度）
22 年度 8,555 人 9,044,555 千円 85,026 千円 1,170,064 千円 12.9％ 14.0％

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数Ａ
給　与　費 一人当たり給

与費 B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

22 年度 122 人 459,108 千円 82,272 千円 175,355 千円 716,735 千円 5,875 千円
※職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 22 年 4 月1日現在の人数です。

（３）特記事項
平成 23 年 4 月1日から平成 24 年 3 月31日までの間、特別職（町長・副町長・教育長）の給料の
15%、職員の給料の 3%、管理職手当の 10% の減額措置を行っています。
平成 23 年 4 月1日から平成 24 年 3 月31日までの間、町議会議員の報酬の 5% の減額措置を行っ
ています。

（４）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（平成 23 年 4 月1日現在の試算値）

※「平均給料月額」：平成 23 年 4 月1日現在における各職種ごとの職員の基本給を平均したものです。
※「平均給与月額」：給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
※「平均給与月額（国ベース）」：国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当などが含まれていないことから、比較のた

め国家公務員と同じベースで再計算したものです。

①一般行政職

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

津和野町 41.8 歳 316,900 円 402,970 円 347,562 円
島 根 県 44.2 歳 323,665 円 387,844 円 350,056 円

国 42.3 歳 327,205 円 － 397,723 円

②技能労務職

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

津和野町 42.8 歳 312,300 円 378,550 円 339,025 円
島 根 県 50.4 歳 340,310 円 385,849 円 360,925 円

国 49.5 歳 283,862 円 － 321,662 円

（５）職員の初任給の状況（平成 23 年 4 月1日現在）
区分 津和野町 島根県 国

一般行政職
大学卒 167,034 円 161,868 円 172,200 円
高校卒 135,897 円 131,694 円 140,100 円

技能労務職
高校卒 133,084 円 137,898 円 －
中学卒 121,638 円 － －

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23 年 4 月1日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 230,375 円 316,899 円 －
高校卒 220,869 円 270,727 円 316,899 円

技能労務職 高校卒 － 261,706 円 －

（7）一般行政職の級別職員数の状況（平成 23 年 4 月1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的な
職務内容

主事
技師

副主任主事
副主任技師

主任主事
主任技師

係長
主幹

課長補佐
主査

課長
課長補佐 参事

職員数 5 人 11人 26 人 18 人 18 人 18 人 1人
構成比 5.2％ 11.3％ 26.8％ 18.6％ 18.6％ 18.6％ 1.0％

※津和野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（8）期末手当・勤勉手当（平成 22 年度）
区分 津和野町 島根県 国

１人当たり平均支給額 1,437 千円 1,469 千円 －

支給割合
期末手当 2.75 月分 （管理職員）2.50 月分（非管

理職員）2.50 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分 1.35 月分
加算措置の状況

※職制上の段階、職務の級
等による加算措置

役職加算 5 ～ 10％ 5 ～ 20％ 5 ～ 20％

管理職加算 － 15 ～ 25％ 10 ～ 25％

（９）退職手当（平成 23 年 4 月1日現在）
津和野町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分 勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分 勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　1 ～ 21％

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　2 ～ 20％

※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

（１０）特殊勤務手当（平成 23 年 4 月1日現在）
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

各種徴収外勤従事手当 税徴収担当職員 税等の外勤徴収業務 日額 200 円
感染症防疫従事手当 衛生担当職員 感染症防疫業務 日額 500 円

（１１）時間外勤務手当（平成 22 年度普通会計決算）
支給実績 39,405 千円

職員１人当たり平均支給年額 323 千円
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（１２）その他の手当（平成 23 年 4 月1日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度
支給実績

（平成22年度）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成 22 年度）

扶養手当

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1人目は
11,000 円（満 16 歳から満 22 歳
までの子について 5,000 円加算）

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1人目は
11,000 円（満 16 歳から満 22
歳までの子について 5,000 円加
算）

19,159 千円 228,083 円

住居手当
月額 12,000 円を越える家賃を払
っている者限度額：27,000 円

月額 12,000 円を越える家賃を
払っている者限度額：27,000 円

3,182 千円 159,100 円

通勤手当

・交通機関等利用限度額：
55,000 円

・片道 2km 以上自動車利用限度
額：30,000 円

・自家用車等の通勤距離区分及
び加算方法

14,820 千円 152,784 円

管理職手当
・参事　　23,250 円（31,000 円）
・その他　21,825 円（29,100 円）

・役職に応じた支給 4,165 千円 245,000 円

宿日直手当 ・1回につき 4,200 円 ・1回につき 4,200 円 1,541千円 14,138 円
※管理職手当の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

（１３）特別職の報酬の状況（平成 23 年 4 月1日現在）
区分 給料月額等

給
料

町　長 620,500 円　（730,000 円）
副町長 522,750 円　（615,000 円）
教育長 476,000 円　（560,000 円）

報
酬

議　長 266,000 円　（280,000 円）
副議長 224,200 円　（236,000 円）
議　員 187,150 円　（197,000 円）
委員長 196,650 円　（207,000 円）

期
末
手
当

町　長
（平成 22 年度支給割合）
3.1月分（役職加算 15％）副町長

教育長
議　長

（平成 22 年度支給割合）
3.35 月分（役職加算 10％）

副議長
議　員
委員長

退
職
手
当

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
町　長 730,000 円 × 在職年数 ×5 14,600,000 円 在任期間ごと
副町長 615,000 円 × 在職年数 ×3 7,380,000 円 在任期間ごと
教育長 560,000 円 × 在職年数 ×2.3 5,152,000 円 在任期間ごと

※給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※退職手当の「１期の手当額」は、4 月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4 年）勤めた場合の見込額です。

※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

（１４）部門別職員数の状況と主な増減理由
区分

部門
職員数 対前年

増減数
主な増減理由

平成 22 年 平成 23 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1
総務 32 33 1 派遣職員分の増
税務 8 8
民生 26 28 2 保育士、民生一般事務の増
衛生 11 10 △ 1 退職者不補充

農林水産 10 10
商工 6 5 △ 1 事務事業の見直し
土木 9 8 △ 1 事務事業の見直し
計 103 103 参考：人口 1,000 人当たり職員数 12.0 人

教育部門 19 19
小計 122 122 参考：人口 1,000 人当たり職員数 14.3 人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 3 3
水道 5 5
下水 2 2

その他 6 6
小計 16 16

合計 138[157] 138[157] 参考：人口 1,000 人当たり職員数 16.1人
※職員数は一般職に属する職員数で、[    ] 内は条例定数の合計です。

（１５）年齢別職員構成の状況（平成 23 年 4 月1日現在）

区分
20 歳
未満

20 歳
～

23 歳

24 歳
～

27 歳

28 歳
～

31 歳

32 歳
～

35 歳

36 歳
～

39 歳

40 歳
～

43 歳

44 歳
～

47 歳

48 歳
～

51 歳

52 歳
～

55 歳

56 歳
～

59 歳

60 歳
以上

職員数 0 人 4 人 9 人 13 人 18 人 18 人 18 人 11人 17 人 21人 9 人 0 人

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(１) 勤務時間

区分 勤務時間
勤務を要する曜日 毎週月曜日から金曜日までの週 5日間（国民の祝日及び 12 月30 日から1月 4 日を除く）
１日当たりの勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで休憩時間を除く、実質 7 時間 45 分勤務
１週間当たりの勤務時間 38 時間 45 分勤務（7 時間 45 分 ×5日間）
年間総勤務時間 2,015 時間勤務（38 時間 45 分 ×52 週間）

(２) 休暇の概要
種類 概要

年次有給休暇
全職員に対し、1年（暦年）につき 20 日間付与

（前年に未使用日数がある場合は、20 日を限度とし翌年に繰越し）

病
気
休
暇

公務上の疾病
職員が公務上負傷若しくは疾病し、又は通勤により負傷若しくは疾病にかかった場合そ
の療養期間中は病気休暇を与える。

その他の疾病
職員が私事による負傷又は疾病のため療養を要する場合は、引き続き 90 日を超えない
範囲内においてその療養に必要と認めた期間。ただし、結核性疾患の場合にあっては、
1年以内の期間とすることができる。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等でかつ、職員と同居している者で負傷、疾
病等により2 週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をするため、6
月の期間内において受けることができる。休暇期間中の給与は減額。

特別休暇
選挙権その他公民としての権利の行使、婚姻、出産、交通機関の事故その他の特別の
事由により職員が勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇。

津和野町人事行政の運営等の状況について
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（３）特別休暇の種類（主なもの）
種類 付与日数

公民権行使休暇 必要と認める期間
結婚休暇 7 日以内（休日、勤務を要しない日を除く）

産前産後休暇 産前 8 週間（多胎妊娠の場合 14 週間）　産後 8 週間

保育時間
満 1歳まで 1日2 回それぞれ 1時間以内

（やむを得ない場合は連続取得可）
夏季休暇 7 月から 9 月までの間において 3日以内

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
(１) 分限処分者数（平成 22 年度）

処分の種類
処分事由

降任 免職 休職 降級 合計

勤務実績がよくない場合
（地公法第 28 条第 1 項第 1 号）

0 0 0 0 0

心身の故障の場合
（地公法第 28 条第 1 項第 2 号）
（地公法第 28 条第 2 項第 1 号）

0 0 5 0 5

職に必要な適格性を欠く場合
（地公法第 28 条第 1 項第 3 号）

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0
合計 0 0 5 0 5

(２) 懲戒処分者数（平成 22 年度）
処分の種類

処分事由
降任 免職 休職 降級 合計

法令に違反した場合（地公法第 29 条第 1 項第 1 号） 0 0 0 0 0
職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合

（地公法第 29 条第 1 項第 2 号）
0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合
（地公法第 29 条第 1 項第 3 号）

0 0 1 0 1

合計 0 0 1 0 1

５．職員の服務の状況
(１) 職員の年次有給休暇の取得状況（平成 22 年 1月～ 12 月）

総付与日数
Ａ

総取得日数
Ｂ

全対象職員数
Ｃ

平均取得日数
Ｂ/ Ｃ

消化率
Ｂ/ Ａ

5,616 日 1,517 日 141人 10.8日 27%

（２）育児休業の取得状況（平成 22 年度）
区分 男性 女性

新たに育児休業を取得した者 0人 1人
前年度から引き続いて取得している者 0人 2人

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況
(１) 職員研修の状況（平成 22 年度）

研修区分 受講者数 研修内容等

研修所研修 27 人
新規採用職員研修、新任課長補佐研修、中堅職員研修、町村若手・中堅職員研修、
地域別新規採用職員等人権・同和問題研修、接遇指導者養成研修他

自主研修 158 人 人事評価制度評価者訓練、行政評価制度研修、協働のまちづくり研修
各種専門研修 34 人 住民と行政の協働研修、行政評価システムの導入研修、工事請負契約事務研修他

合計 219 人

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）安全衛生管理体制

区分
総括安全衛生

管理者
安全管理者 衛生管理者

安全衛生推進
者等

産業医 安全衛生委員会

選任事業所数 選任事業所数 選任事業所数 選任事業所数 選任事業所数 選任事業所数 委員数
選任状況 1 1 1 9

（２）職員のための福利厚生活事業（平成 22 年度）
事業名 事業の概要・目的 決算額（千円）

労働安全衛生事務
職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、安全衛生委
員会の開催や産業医の設置等を行う。

116

健康診断事業
職員に対して、健康診断及び生活習慣病対策としての各種健康
診断を実施する。

1,620

互助会負担金
島根県市町村職員共済組合の互助会に加入し、結婚祝い金や会
員及び家族療養費の給付を受けている。

751

福利厚生費 職員が各種福利厚生事業を行うのに対し、補助金を交付する。 1,350
合計 3,837

（３）職員の健康診断の状況（平成 22 年度）
健康診断の種類 受診者数（延べ人数）

人間ドッグ  50
定期健康診断 104

８．職員の競争試験及び選考の状況
（１）試験実施概要

職種 受験資格
試験日程 試験内容

受付
期間

第１次
試験

第２次
試験

第１次
試験

第２次
試験

一般
事務

・昭和 50 年 4 月2日以降に生まれた人
・高校卒業程度以上の学力を有する人 平成 22 年

7 月23日
～

8 月17 日

平成 22 年
9 月19 日

平成 22 年
10 月30 日

教養試験
事務適正試験 一般常識試験

論文試験
人物試験

( 個人面接 )
保
育
士

・昭和 50 年 4 月2日以降に生まれた人
・保育士資格を有する人
（資格取得見込者を含む。）

教養試験
専門試験

事務適正試験

（２）試験実施結果
職種 採用予定人数 申込者数 受験者数 第１次試験合格者数 第２次試験合格者数 採用者数

一般事務 4 人 52 人 45 人 10 人 5 人 5 人
保 育 士 1 人 8 人 7 人 3 人 1 人 1 人

９．勤務条件に関する措置の要求の状況
平成 22 年度中において公平委員会からの勧告はありませんでした。

１０．不利益処分に関する不服申立ての状況
平成 22 年度中において公平委員会からの是正の指示はありませんでした。

津和野町人事行政の運営等の状況について
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地域振興課☎ 74-0038

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
は
、
暮
ら
し
や

地
域
な
ど
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
の
お
店
、

あ
な
た
の
会
社
に
つ
い
て
お

伺
い
す
る
大
切
な
調
査
で

す
。
活
動
調
査
に
よ
り
、
産

業
別
事
業
所
数
や
従
業
員

数
、
売
上
高
等
を
把
握
し
、

す
べ
て
の
産
業
の
経
済
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。調

査
結
果
は
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）・
都
道
府
県
民

所
得
の
推
計
や
、
地
方
消
費

税
の
交
付
に
利
用
さ
れ
た

り
、
地
域
の
産
業
振
興
の
た

め
の
施
策
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

【
調
査
事
項
】

経
営
組
織
、
事
業
所
の
開

設
時
期
、
従
業
員
数
、
事
業

所
の
主
な
事
業
の
内
容
、
売

上
及
び
費
用
の
金
額
、
事
業

別
売
上
金
額
な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
調
査
の
期
日
】

平
成
24
年
2
月
1
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

「経済の国勢調査」平成 24 年度経済センサス 活動調査を実施
すべての企業・事業者が対象です

【
調
査
の
方
法
】

平
成
24
年
1
月
末
ま
で

に
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命

す
る
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
の
記
入
依
頼
・
配
布
を

行
い
ま
す
。
2
月
以
降
、
調

査
員
が
訪
問
し
た
際
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
一
部
の

地
域
は
郵
送
に
よ
る
提
出
と

な
り
ま
す
）。

※
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
基
幹
統
計
調
査

で
、
調
査
票
に
記
入
し

て
提
出
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
内
容
は
統
計

作
成
の
目
的
以
外
（
税

の
資
料
な
ど
）
に
は
、

絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
Ｕ
Ｒ
Ｌ:http://

w
w

w
.sta

t.g
o

.jp
/

d
a

ta
/e

-c
e

n
su

s/
cam

p
aig

n
/in

d
ex.

htm

）

健康保険課☎ 72-0651

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
25
年
以
上
公
的
年
金
制

度
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を

免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
25

年
に
は
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
期

間
」（
合
算
対
象
期
間
）
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

カ
ラ
期
間

カ
ラ
期
間
は
、
上
記
の
25

年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期

間
の
た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期

間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、

年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ

て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に

は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
、

ご
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て

カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
25
年
の
老
齢

基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

「カラ期間」をご存知ですか 
加入期間が足りず、年金が受けられないときは

た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期
間

を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
の
窓
口
に
そ

の
旨
を
申
し
出
て
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に

25
年
の
資
格
期
間
を
満
た
せ

な
い
方
は
、
60
歳
か
ら
70
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
に
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
の
保
険
料
の
額
は
、
一
般

の
第
一
号
被
保
険
者
と
同

様
、
平
成
23
年
度
は
月
額

１
５
，
０
２
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
加

入
者
に
は
免
除
制
度
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
年
金
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
電
話
に
よ
る

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
―
０
５
―

１
１
６
５
）」
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

福祉事務所☎ 72-0673

病
気
や
け
が
、
失
業
な
ど
に

よ
っ
て
収
入
が
と
だ
え
生

活
に
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
…
。

こ
う
し
た
こ
と
は
誰
に
も
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
事
態
を
救
済
す
る
た
め

に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
は
最
低

限
度
の
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す

る
こ
と
、
世
帯
の
自
立
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
は
い
つ
で
も
申
請
が

で
き
ま
す
が
、
誰
も
が
必
ず
利
用

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

制
度
で
は
、
ま
ず
生
活
向
上
の
た

め
に
自
ら
が
努
力
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
を

考
え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ま
ず
次

の
自
助
努
力
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
そ
の
う
え
で
な
お
生
活
が
で

き
な
い
時
は
、
申
請
に
基
づ
き
福

祉
事
務
所
が
国
の
決
め
た
世
帯
の

最
低
生
活
費
に
比
べ
て
収
入
等
が

少
な
い
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
該

当
に
な
る
と
生
活
保
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
は
世
帯
全
体
の
状
況

で
判
断
さ
れ
ま
す
。
世
帯
は
生

活
の
実
態
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

②
世
帯
員
は
全
員
が
持
て
る
能

力
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

生活に困ったら
生活保護制度の紹介

す
。
能
力
に
応
じ
て
働
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産

な
ど
の
資
産
は
活
用
し
、
ま
ず

生
活
費
に
充
て
て
く
だ
さ
い
。

（
自
動
車
は
特
別
な
場
合
を
除

い
て
使
用
も
保
有
も
で
き
ま
せ

ん
。
ロ
ー
ン
の
残
り
の
あ
る
住

宅
を
お
持
ち
の
方
は
、
原
則
生

活
保
護
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

④
親
、
子
、
兄
弟
な
ど
扶
養
義
務

者
か
ら
は
可
能
な
限
り
の
援
助

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
他
の
制
度
（
各
種
年
金
、
傷
病

手
当
、
雇
用
保
険
な
ど
）
で
利

用
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
ま
ず
世
帯
の
皆
さ
ん
で
よ
く
話

し
合
い
、
制
度
に
つ
い
て
理
解
さ

れ
た
う
え
で
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
み
な

さ
ん
の
地
域
の
民
生
児
童
委
員
さ

ん
も
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
け
ま

す
。

R191 R191
萩← →広島

●ローソン

←
●高津中学校

●萩・石見
　　　空港

空港入り口

 ●蟠竜湖

      ●ゆめタウン

●西部高等技術校

　旧益田
児童相談所

山陰道
益田道路

高津IC

益田児童
　相談所

益田児童相談所☎ 0856-22-0083

島
根
県
益
田
児
童
相
談

所
は
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
き
た
建
物
が
、
建
築
か
ら

40
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
新
築

移
転
を
し
ま
し
た
。
新
築
に

あ
た
っ
て
は
、
児
童
の
一
時
保

護
に
際
し
て
の
生
活
ス
ペ
ー
ス

を
広
く
す
る
な
ど
、
相
談
・
保

護
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

　

児
童
相
談
所
は
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
さ
ん
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
家
庭
、
学
校
、

保
育
所
、
地
域
の
方
々
な
ど
か

ら
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

そ
し
て
、
市
町
の
児
童
相
談
の

窓
口
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど

も
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
に
向

け
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
専

児童相談所が新築移転しました
業務は 12 月 19 日から行なっています

門
機
関
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
に

つ
い
て
の
心
配
事
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
の
担
当
窓
口

あ
る
い
は
相
談
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
年
相
談
所
が
受

け
る
相
談
の
中
で
、
家
庭
事

情
な
ど
に
よ
り
養
育
支
援
が

必
要
な
児
童
、
被
虐
待
児
童

に
関
す
る
相
談
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
長
期
に

わ
た
り
様
々
な
方
面
か
ら
の

支
援
を
行
う
こ
と
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
へ
の
支

援
を
行
う
に
は
、
多
く
の
関
係

者
の
協
力
な
し
に
は
で
き
な
い

状
況
で
す
。
今
後
と
も
、
地
域

の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

完
成
し
た
事
業
所
。
連
絡
先
は
こ

れ
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
保
護
に
つ

い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
福
祉
事

務
所
生
活
支
援
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。



さらに、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して
所得税の確定申告をすると、こんなにいいこと。

①最高４,000 円の税額控除（平成 19 年分から
22 年分で当控除を受けた方は受けられません）

②国税庁ホームページから電子申告
③添付書類の提出省略（5 年間、書類の提出又は

提示を求められることがあります）
④還付金がスピーディー（３週間程度に短縮）

■そのほかにもできること、いろいろ
○確定申告書の用紙をダウンロードする。	 ○確定申告の手引きをダウンロードする。
○税法の取扱いをタックスアンサーで調べる。	 ○税務署の所在地等を調べる。
■動画と図解で、分かりやすく解説
インターネット番組「Web-TAX-TV ～ジャンルで選べる税金ガイド～」では、動画と図解で税について分かりやすく
解説する番組を配信しています。　

町からの
お知らせ広報つわの Vol.75
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▼ ▼

▼ ▼

あなたの確定申告をサポートします
給与所得者の還付申告サポート情報

神々の国しまね
来年は古事記編さん 1300 年 益田税務署☎ 0856-22-0444

神々の国しまね実行委員会
☎ 0852-22-6757

国
税
庁
で
は
、「
医
療
費

控
除
」
や
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

書
類
を
用
意
し
て
、
ど
の
よ
う

に
申
告
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

っ
た
皆
様
の
声
か
ら
、
よ
り
分

か
り
や
す
く
、
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(w
w

w
.nta.go.jp)

に
、「
確

定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
、
確
定
申
告
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
国
の
は
じ
ま
り
の
物

語
が
綴
ら
れ
た
日
本
最

古
の
歴
史
書
「
古
事
記
」。
そ

こ
に
描
か
れ
た
神
話
の
舞
台
が

「
島
根
」
で
す
。

島
根
県
で
は
、
県
民
の
皆

様
が
数
々
の
神
話
の
舞
台
と

な
っ
た
島
根
の
良
さ
を
再
認
識

し
、
そ
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
観

光
客
の
皆
様
を
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
が
、
観
光
誘
客
だ
け
で

な
く
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
に
、「
神
々

の
国
し
ま
ね
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

古
事
記
編
さ
ん
か
ら

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
来
年

7
月
21
日
か
ら
11
月
11
日
ま

で
、『
神
話
博
し
ま
ね
』
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
島
根
県
内
各

地
で
神
話
の
ロ
マ
ン
と
魅
力
を

体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

主
会
場
で
あ
る
出
雲
大
社
周

辺
の
特
設
会
場
で
は
、
大
迫

力
の
映
像
で
神
話
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
《
神
話
映
像
館
》、

県
民
の
皆
様
ご
自
身
が
出
演

す
る
《
し
ま
ね
魅
力
発
信
ス

テ
ー
ジ
》
な
ど
を
企
画
し
て
い

ま
す
。『
お
も
て
な
し
』
に
つ

確
定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ

給
与
所
得
者
の
方
に
向
け

て
、
次
の
還
付
申
告
の
手
続
が

流
れ
に
沿
っ
て
理
解
で
き
る
よ

う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

○
医
療
費
控
除
の
還
付
申
告

○
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
還
付
申

告ま
た
、
確
定
申
告
に
関
し

て
知
り
た
い
情
報
や
必
要
な

情
報
へ
、
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
と
て
も
便
利
で
す
。

申
告
書
の
作
成
は
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

確
定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
か

ら
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、

申
告
書
の
作
成
が
便
利
で
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
で
24
時
間
い
つ
で

も
使
え
る

○
画
面
上
の
指
示
に
従
っ
て
入

力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
は

自
動
計
算

○
作
成
途
中
の
デ
ー
タ
も
保

存
で
き
る

≪
作
成
が
終
わ
っ
た
ら
≫

○
印
刷
し
て
郵
送
等
で
提
出

又
はe-Tax

（
電
子
申
告
）

を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
送
信

掲載画像は平成 23 年 12 月時点ものとなります

掲載画像は平成 23 年１月時点ものとなります

な
が
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
の
内
容
は
問
い
ま
せ

ん
。
我
こ
そ
は
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
出
演

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
神
話
に
ゆ
か
り
の

あ
る
グ
ッ
ズ
や
お
土
産
等
が
販
売
さ
れ
、

地
元
の
味
覚
を
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
も
設
置

さ
れ
ま
す
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
と
豪
華
さ
で
子
供
か
ら

大
人
ま
で
観
客
を
魅
了
す
る
郷
土
芸
能
の

石
見
神
楽
の
代
表
的
な
演
目
で
あ
る
大
蛇

（
お
ろ
ち
）
は
、
古
事
記
の
神
話
を
題
材

と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
神
話
の

世
界
に
触
れ
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細

は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

●
み
ん
な
で
し
ま
ね
の
は
じ
ま
り
と
オ

ス
ス
メ
を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
し
ま
ね
は
じ
ま
り
通
り
」http://

w
w

w
.shim

ane-hajim
aru.jp

 

神話博しまね特設会場（イメージ）

「
津
高
生
に
本
物
の
芸
術
鑑
賞

を
」
を
目
的
に
11
月
17
日
（
木
）
に

体
育
館
で
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
１・２
年
の
１
１
７
名
の
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
本
物
の
生
演

奏
を
聴
き
、
最
初
は
多
少
お
と
な
し

か
っ
た
も
の
の
最
後
に
は
楽
団
の
方

と
一つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
途
中
行
わ
れ
た
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
津
高
吹
奏

楽
部
と
の
協
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
の
方
と
協
演
出
来
る
大
変
貴
重

な
経
験
に
な
っ
た
と
生
徒
は
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
シ

ロ
ク
マ
楽
団
は
、
木
﨑
氏
の
主
宰
す

る
Ｊ
Ｗ
Ｓ
（
ジ
ャ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
湘
南
）
の
活
動
の
中
で
生
ま
れ
た

楽
団
で
、
演
奏
は
、
ジ
ャ
ズ
や
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
、
映
画
音
楽
や
ダ
ン
ス
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
童
謡
唱
歌
や
歌
謡
曲

な
ど
幅
広
い
音
楽
を
カ
バ
ー
し
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
は
、湘
南
を
中
心
に
首
都
圏
、

信
州
、
関
西
か
ら
四
国
・
中
国
・
鹿

児
島
ま
で
活
動
範
囲
は
広
く
、
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
病
院
、美
容
院
、

温
泉
、
幼
稚
園
や
学
校
、
お
寺
、
蕎

麦
屋
、
介
護
施
設
、
リ
ハ
ビ
リ

ル
ー
ム
・
・
・
・
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
生
の
音
楽
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
の
諸
活
動
を

精
力
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

津
和
野
町
で
も
高
校
で
の

音
楽
鑑
賞
会
の
後
、
町
内
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
翌
日
に

は
老
人
ホ
ー
ム
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こちら津和野高校支援係

「芸術鑑賞会」の開催 ～シロクマ楽団を迎えて～



住む町の景観を考える
地域にある素材が町を彩る

第25回公共の色彩賞 -環境色彩10選 - 環境色彩 10 選に選ばれた津和野町の鳥瞰色

住宅の建設、土地の開墾、木や竹の伐採
等を行なう場合には、届出が必要となる
場合がありますので、まずは役場に事前
相談を（商工観光課☎ 72-0652）

津和野の景観維持にご協力を！
~ 津和野町景観条例 ~
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自
分
の
住
む
町
の
景
観
を
考
え
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
の
生
活
の
範
囲
で
見
る
町
の
景

観
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
た
り

ま
え
」
の
風
景
と
し
て
、
そ
の
町
の
景

観
が
も
つ
魅
力
に
気
が
つ
か
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
津
和
野
町
は
、
全
国

的
に
も
有
名
な
観
光
地
と
し
て
年
間

１
３
０
万
人
が
訪
れ
る
た
め
、
そ
う
い

っ
た
方
か
ら
町
の
景
観
に
つ
い
て
「
す

ば
ら
し
い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と

が
多
く
、
私
た
ち
が
気
が
つ
か
な
か
っ

た
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
津
和
野
の
町
並
み
が
持
つ
魅
力

が
、「
公
共
の
色
彩
を
考
え
る
会
」
が

行
な
う
第
25
回
公
共
の
色
彩
賞
―
環

境
色
彩
10
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
各
地
域
に
お
け
る
優
れ

た
環
境
色
彩
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
公

的
機
関
が
係
わ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
眼
に
触
れ
る
私
的
な
建
物
等
も

含
ま
れ
、
個
々
の
対
象
の
色
彩
が
優
れ

て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
対
象

の
色
彩
が
、
い
か
に
周
辺
の
環
境
と
調

和
し
、
そ
の
景
観
の
改
善
に
効
果
を
あ

げ
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

その他の環境色彩 10 選

ま
す
。
津
和
野
に
つ
い
て
は
、
石
州
瓦

で
赤
茶
色
に
彩
ら
れ
た
町
並
み
と
そ
れ

を
囲
む
山
々
の
緑
が
統
一
感
を
持
た
せ

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

何
気
な
い
見
慣
れ
た
町
並
み
も
そ
こ

で
生
活
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
そ
れ
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
、津
和
野
の
持
つ
魅
力
を
保
ち
、

よ
り
よ
い
モ
ノ
と
し
て
い
く
た
め
に
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
一つ
ひ
と
つ
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
町
を
訪
れ
る
人
が
「
す

ば
ら
し
い
」
と
感
じ
て
く
れ
る
町
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

愛知県名古屋市「八事興正寺
の立体駐車場と八事交番」

京都府伊根町「伊根町コミュ
ニティセンター」

京都府京都市「近鉄名店街み
やこみちのコンビニ」

神奈川県横浜市「山下臨海線
プロムナードと象の鼻パー
ク」

茨城県つくば市「筑波大学学
生宿舎リニューアル」

広島県三次市「三次町上市・
太才通り・三次本通り」

広島県広島市「看板のないビ
ル群」

熊本県熊本市「熊本駅周辺地
域都市空間デザイン」

山形県山形市「水の町七日町
御殿堰」
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092

広報つわの Vol.75
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10 月 29 日（土）に島根県中央家畜市場で「平成 23 年度
島根県種畜共進会」が開催されました。

石川公芳さん（吹野下）の出品された「かつやすふく号」
が、第 3 区若雌牛の部で、３席に入賞しました。

県共進会は、肉用牛の部・乳用牛の部に分かれ審査が行わ
れ、かつやすふく号は、肉用牛の部の第３区：若雌牛２０頭
の中で、県内各地の強豪を退け、見事３席に輝きました。本
人をはじめ関係者一同大喜びでした。

11 月 22 日に島根県庁にて「健康づくり標語・健康づく
りグループ表彰式」が行われ、津和野町の「畑迫声かけ会」
が健康づくりグループ島根県知事賞を受賞しました。

同会は、昭和 61 年から高齢化が進む中、お互いに声かけ
することで、地道な健康づくり活動をしてこられました。

表彰式には会長の田村亘
のぶとし

敏さんが出席され、溝口島根県知
事からの励ましの言葉をいただき、今後の活動へさらに意欲
を高めておられました。

挨拶でつくる健康づくり
畑迫声かけ会が県知事賞

11 月 24 日、津和野小学校で、お金の大切さをしっても
らおうと総合学習が行なわれました。

この日は、高学年を対象に、島根県金融広報委員会のアド
バイザー・内田浩二氏を招き、子たちへクルマの値段や働い
て得られるお金や税金について、分かりやすい解説を交えた
授業をしていました。低学年の児童には、無駄遣いをしてい
たお姫さまが、働くことでお金の大切さを知るアニメを上映、
子ども達は、授業を通じてお金の大切さや、普段何気なく使っ
ているモノを大切にすることを学びました。

また一つ、賢くなりました
津小で「おかね」に関する総合学習

かつやすふく号が快挙
島根種畜共進会で入賞

11 月 12 日、太皷谷稲成神社で、東京、大阪、広島など
から津和野町出身者が集まり、津和野町合同ふるさと会が開
催されました。

故郷を離れても、ふるさとの良さを忘れて欲しくない、と
役場が中心となり開催された会に集まったのは、町内外の町
出身者 80 名。遠く離れた地でくらす懐かしい顔ぶれに「元
気してた？久しぶりねぇ」と再会を喜ぶ声も多く聞こえまし
た。この会で改めて故郷の良さを実感しながら、町との絆を
深めてもらうことができたようです。

11 月 25 日、今年のタラの芽の出荷が始まりました。
生産組合長の永田寿秋さん（笹山）は、「近年の価格低迷

は問題。市場出荷のみならず、最近、町が推進している「地
産地消」の動きを活発化させ、単価アップにつなげたい。」
と話していました。

本来なら、春先の食材として有名なタラの芽ですが、津和
野町では、年内出荷の技術を確立しており、この 12 月から
翌年 5 月まで出荷が続きます。

冬の味覚、本格化
タラの芽の出荷が始まる

ただいま、津和野町
町出身者、稲成神社に集う

11 月 23 日、鹿足郡体育協会の主催により第 58 回かのあ
し駅伝大会が郡内で開催され、11 チーム・総勢 150 人の選
手が参加しました。

前日に降った雨の影響で少し冷たい空気の中を、駆け抜け
ていく選手に沿道からは多くの声援が送られていました。

ある選手は「気温が低く、体調管理が難しかったけど満足
いく走りができた。」と感想を話していました。

トップは六日市チーム。記録は 2 時間 52 分 2 秒、その他
の大会結果は町ホームページで公開しています。

秋空を駆け抜けろ！
かのあし駅伝、58 回目の開催
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○西部高等技術校 入校生 2 次募集
OA システム科、建築科、機械加工・溶接科では、以下
の期間まで入校生を募集しています。試験内容、応募資
格など詳しくはお問合せください。
受付期間：平成 24 年２月10日（金）当日消印有効
問合せ先：県立西部高等技術校☎ 0856-22-2450

○南の島で国際交流 / 野外活動体験
　ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集

一生の思い出に残る楽しい体験をして、沢山のお友達を
作りに暖かな南の島『ヨロン島』に行きませんか？
文部科学省所管の（財）国際青少年研修協会では、全
国の日本人（小２～６）と在日外国人の子どもを対象に「ち
びっこ探検学校ヨロン島」を実施します。共同生活や野
外活動を通じて、お互いが協力し助け合い、積極的にチ
ャレンジする心を養います。出発地、参加費等詳しくはお
問合せください。
受付期間：平成 24 年 3 月 27日～ 4 月２日（6 泊７日）
問：財団法人国際青少年研修協会☎ 03-6459-4661
E-MAIL：info@kskk.or.jp

ご案内

日原図書館の新刊図書
12 月の開館日は 12 月 29 日（木）６時まで。 
１月の開館日は１月５日（木）からです。
□「４８人目の忠臣」	 諸田玲子…… 毎日新聞社
□「永遠の定番ニット」	 ……………… 日本ヴォーグ社
□「謎解きはディナーのあとで・２」
	 東川篤哉…… 角川書店
□「野蛮な読書」	 平松洋子…… 集英社
□「日本男児」	 長友佑都…… ポプラ社
□「スティーブ・ジョブズ」… ウォルター・アイザック

ソン… ………………… 講談社
津和野図書館の新刊図書 
1 月 31 日は休館です
□『平成猿蟹合戦』	 吉田修一･････朝日新聞社
□『恋かたみ』	 諸田玲子･････････集英社
□『りんごのかんたんおうち菓子』
	 内田真美･･･主婦と生活社
□『ばすくんのクリスマス』	 みゆきりか･･･････小学館
□『みんなでたのしいクリスマス』

クレア ･ フリードマン････････ ひさかたチャイルド

Books図書館だより

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行

☎ 03-3268-8847

―いつでも相談に来てください ―
「聞こえない人に文書を送りたいんだけど、この文章で伝

わるだろうか？」

このように最近、聞こえない人への対応を一緒に考えてく

ださる方が増えてきました。しかし、文書を送ったとき、文

書の意味がわからないということがあります。

また「こんな文書を送ったんだけど、返事がない･･･。な

ぜだろう。」という相談もあります。

聴覚に障がいのある方への対応で “どうしたらいいのだろ

う？”と思うことがあれば、いつでも津和野町役場　福祉事

務所、またはあゆみの里までご連絡ください。そして、聞こ

えない方のことを一緒に考えましょう。

Sign language手話コミュニケーション

今月の手話
『ごくろうさま・大変・面倒・しんどい・苦労』

右手を握り、左の腕を２回
たたく

◆津和野共存病院（☎72-0660）
・月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）
整形外科（午後）
小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）

・火曜日 / 外科（午前）
・水曜日 / 小児科予防接種・乳児健診（午後 / 予約制）
・木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科（午後）
・金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）
※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約
※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。
※耳鼻咽喉科 : 木曜日午後 2 時 15 分より開始です。
※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。
◆日原診療所（☎74-0121）

・月曜日 / 内科（午前 / 午後）
・火曜日 / 内科（午前 / 午後）
　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）
　※受付は 9 時まで

・水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
・木曜日 / 内科（午前）
・金曜日 / 内科（午前 / 午後）
・土曜日 / 内科（午前）　※第１･３･５
　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５
※泌尿器科の予約は 74－0121まで
※水曜日・土曜日は、午前のみです。
※診療日程は、変更する場合があります。
※ 12/29（木）は午前・午後とも診察があります。 
受付時間：8:00 ～ 12:00 、14:00 ～ 17:00 
※ 12 月30日～翌年 1 月３日は休診です。
※ 1 月４日（水）消化器内科は休診です。
◆和﨑医院（☎72-0025）

・水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。
※循環器専門外来を行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。
※土曜日の午後は診療しています。

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）
※インフルエンザの予防接種の予約を受付けています。
◆つわぶき医院（☎72-3500）

・火曜日 / ペインクリニック15:00 ～ 18:00
・木曜日 / ペインクリニック9:00 ～ 12:30
※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談く
ださい。
※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
1 月 20日	（金）	山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 74-1617

◎心配ごと相談
1 月10日	（火）	 木部公民館	 9:00 ～ 11:30

1 月11日	（水）	 畑迫公民館	 9:00 ～ 11:00

1 月12日	（木）	 小川公民館	 13:30 ～ 15:30

1 月13日	（金）	 津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

1 月 27日	（金）	 津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎無料行政相談
1 月13日	（金）	津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

1 月 20日	（金）	山村開発センター	 9:30 ～ 14:30

1 月 27日	（金）	津和野町福祉センター	10:00 ～ 12:00

問 : 総務財政課☎ 74-0028

◎手話生活相談
1 月11日	 （水）	 役場本庁舎	 13:30 ～ 16:00

1 月 25日	（水）	 役場本庁舎	 13:30 ～ 16:00

問 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0672

◎無料法律相談（要予約）
1 月 20 日（金）	 津和野町福祉センター	 13:00 ～16:00

問・予 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎健康相談
1 月10日	 （火）	山村開発センター	 13:30 ～ 15:30

1 月 23日	 （月）	 山村開発センター	 13:30 ～ 15:30

問 : 健康保険課☎ 72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相談日程に

ついては、相談したい方と話し合って決定します。

まずは、お気軽にお問合せください。

問・予約 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0672

◎育児相談 ※各会場の子育て支援センターで行います

乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います

1 月12日	 （木）	 日原保育園	 10:30 ～ 11:30

1 月 24 日	 （火）	 直地児童館	 10:30 ～ 11:30	

問：健康保険課☎ 72-0657

◎断酒会（アルコールに関する相談）
1月11日	 （水）	 津和野町民センター	 19:00 ～ 21:00

1月18日	 （水）	 山村開発センター	 19:00 ～ 21:00

問：断酒会鹿足支部（中田至）☎ 090-9061-8012

医療 Medical Consultation相談

日原図書館に図書の返却ポスト
が設置されました。

センター玄関に設置しています。図書館が閉館
のときにも、本の返却ができるようになりました。
ぜひご利用ください。
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この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたします。

「まずは、お気軽に、ご相談から」
鹿足郡津和野町日原 171番地２
司 法 書 士・ 行 政 書 士

領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典　 事 務 所
電話兼 FAX ０８５６（７４）１５３８
登 録 番 号　 島 根 323 号

島根県営住宅入居者募集のお知らせ

お問合せ先：島根県住宅供給公社 益田住宅管理事務所 TEL：0856-31-1530

桂川団地（中座）及び青原団地（冨田）
戸数・間取り、その他の募集団地についてはお問合せください

空き室住宅の入居者を募集します。

募集団地…
1 月 4 日（水）から1 月18 日（水）1 月18 日必着応募期間…

2 月上旬抽選、2 月下旬入居予定抽選・入居予定…

平成 18 年 11 月 1 日より、住民基本台帳の閲覧に制限がもうけられました。
これにより、閲覧者の氏名などを少なくとも年に 1 回は公表することになっています。

請求機関の名称 閲覧年月日 請求事由・概要など 請求に係る住民の範囲
自衛隊島根地方協力本部

浜田出張所
平成 22 年
12 月 13 日

自衛官募集に伴う広報 ( 根拠法令　自
衛隊法第 29 条 1 項、同法 35 条 )

平成 5 年 4 月 2 日から平成 6 年 4
月 1 日までの間に生まれた者

内閣府 子ども若者・子
育て施策総合推進室

平成 23 年
10 月 20 日

『親と子の生活意識に関する調査』対象
者名簿作成 ( 根拠法令　子ども・若者

育成支援推進法第 17 条 )

平成 8 年 4 月 2 日から平成 9 年 4
月 1 日に生まれた男女 ( 後田・森

村～ )12 件

住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する公表について


